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北陸の植物 第9巻第3～4号 昭和36年1月
頴果は狭卵形，側面は楕円形，円頭，長さ1.0～1．1，巾0.6～0.7,胚は大，果皮は乳灰
褐色，無毛，無光沢。
第1葉は線形，鈍頭，長さ10.0～18.0,巾0.8～1．0，濃緑色，無毛，光沢がある，砿
直，垂直に開出。第2葉は線形，鋭尖頭，葉脚は円形，長さ15.0～20.0,巾0.8～1.0,鯉
緑色，無毛～疎毛。第3葉は線形，漸鋭尖頭，長さ22.0～25.0,巾1.2～1.5,濃緑色，無
毛～軟毛。成葉は線形，長さ80.0～130.0,巾2.5～4．0，濃緑色，無毛，硬直。葉舌は革
質，裁形，長さ1.0。(Fig.110)
実用樹木要覧
中島道郎，林弥栄，草下正夫，小林義雄の4氏により，このたび，上記の著書がつくら
れた。大さ18×15cm,写真20p.,本文327p.,索引54p.,朝倉書店発行，定価680円｡
本書には日本産樹種の全部と，利用価値のある外国種のもので，国内に栽培されている
ものの大多数のものがとりあげられ，それらを分類の序列にしたがい，種類の検索表を,id
し，樹種ごとについて適切な記述があり，またその分布，利用面が記入されていると言っ
た，至れり尽くせりと言った樹木誌である。また本書は小形なので，山などに携帯してi了
けば非常に便利であろうと考えられる。樹木学に興味のある人は勿論，一般林学および群
落学の専攻者にも本書を御すすめする。（正宗）
杉本順一著日本樹木総検索誌
（タケササ亜科は室井緯の著）大さ18.5×10cm,総ペー ジ552,図17枚，定価1200円，
六月社版
現在の日本に自生するものに栽培種を加えた全樹木の種類が検索表によりつり出すこと
ができるようにつくられている本で，日本の樹木の種類を知るのには，この上もなく便fll
な著書である。また小形本なので野外にもって行き，現場で植物名をしらべるのに極めて
便利なものである。
元来検索表と言うのは，せいぜいルーペ位をつかって，調べることの出来る程度のもの
が望ましいので，卵子が直生だとか倒生だとか果葉の数がどうとか’卵膜が1枚であると
か2枚であるとか，徴細な点を採用したのでは，使用に困難がともなう場合が多い。この
ような意味でこの検索表は，満足すべき状態のものと考えてよかろう。また各種ごとに産
地，分布，用途などが記されているのも親切である。（正宗）
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